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静岡県指定有形文化財（建造物） 

旧王子製紙製品倉庫保存修理（窓枠修繕）工事 樹種調査報告 

 

  ○早村俊二 1・市川佳伸 1・小林研治 2 

( 1静岡大学技術部教育研究支援部門・2静岡大学農学部環境森林科学科) 

 

1．はじめに 

木材を原料とした我が国最初の製紙工場は、明治 22 年（1889）静岡県浜松市を流れる天竜川の

支流気田川沿いに王子製紙の前身となった製紙会社により完成した。 

当時、製品倉庫として使用された建物が、昭和 52 年 3 月に静岡県の有形文化財に指定された。

明治時代に建造された外壁が赤レンガ造りの建物は、当時のまま現存する貴重な近代化遺産である。 

大正 12 年（1923）気田工場閉鎖後、建物は事務所、学校の講堂、図書室、農協支所、郷土資料

館などに活用された。昭和 52 年 6～8 月に屋根瓦、レンガ壁、床等の改修工事が施工され、平成 8

～10 年度には全面的な改修設計及び工事が実施された１）。 

平成 23 年（2011）5～9 月に窓枠が老朽化し開閉が困難なガラス窓の損傷を修理すること、さら

に割れた窓ガラス 2 枚を交換する目的で、窓と窓枠周辺部の調査が行われた１7）。文化財建造物修理

の場合、従来からの意匠・材質・構法をできるだけ損なわない方法で行われ、修理材は既存と同種

の木材を使用することが基本である。そこで、現場で樹種の識別ができなかった部材について、建

物の窓を調査・監理した NPO 法人静岡県伝統建築技術協会より樹種の同定依頼を受けた。 
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2．目 的 

本調査は、旧王子製紙製品倉庫に使用されていた木材の中で、現場において樹種の識別が困難で

あった材料について、顕微鏡観察等による同定資料を作成すること、さらに解剖学的特徴から樹種

同定を行うことを目的として行ったものである。 

 



3．材料と方法 

供試材料には、旧王子製紙製品倉庫の窓枠埋木、窓框およびガラス押えからそれぞれ採取した３

個体を用いた。大きさは、一辺が 5～32 mm、長さが 110～350 mm 程であった。なお、試験体番号と

部材寸法を下記に示す。 

 

№1 窓枠埋木：32×12.2×370 mm 

№2 窓框：28.2×12.0×109.8 mm 

№3 ガラス押え：△10×5×350 mm 

    

調査は、先ず木口面を 2 方柾目面に木取り、肉眼観察と双眼実体顕微鏡（～20×）を用いて細胞

の種類と分布の特徴を把握し、その様子をデジタルカメラで記録した。 

次に片刃カミソリを用いて供試材から木口、柾目、板目の 3断面切片を切り取り、簡易プレパラ

ートを作製した。生物用光学顕微鏡（～400×）を用いて木材の細胞と組織を観察し、識別の根拠

となると思われる部位をデジタルカメラで記録した。得られた情報をもとに樹種同定を試みた。 

4．結 果 

肉眼観察と顕微鏡観察によって得られた木材組織学的特徴を下記に示し、解剖学的特徴にもとづ

いて樹種同定を行い、以下の結果を得た。 

4.1  No.1 の木材について 

（1）木口面 

仮道管、放射柔細胞、正常な垂直樹脂道および垂直樹脂道を取り囲むエピセリウム細胞が認め

られた。仮道管では、早材から晩材への移行が急激であった。年輪幅は狭く、平均年輪幅は 1.25 

mm であった。正常な垂直樹脂道は、晩材部に分布しており、2～3 個接線方向に隣り合うのが認

められた。垂直樹脂道を取り囲むエピセリウム細胞は、厚壁であった。放射組織は、単列であっ

た。 

（2）柾目面 

仮道管、放射柔細胞、放射仮道管が認められた。軸方向仮道管に螺旋肥厚が認められた。螺旋

肥厚は単独でピッチが緩く、密に並んでいた。放射柔細胞の分野壁孔はトウヒ型で、1 分野に 3

～5個認められた。放射仮道管に螺旋肥厚は見られなかった。 

（3）板目面 

仮道管、放射柔細胞、放射仮道管、水平樹脂道および水平樹脂道を取り囲むエピセリウム細胞

が認められた。軸方向仮道管に螺旋肥厚が認められた。螺旋肥厚は単独でピッチが緩く、密に並

んでいた。放射組織は、単列で 2～14 細胞高程度であった。 

（4）その他の特徴 

心材部の色は、紅褐色。密度は、0.547 g/cm3。 

以上の特徴より、No.1 の供試材料は、マツ科トガサワラ属（Pseudotsuga 属）、北米原産のト

ガサワラであると考えられる。 

4.2  No.2 の木材について 

（1）木口面 



仮道管、樹脂細胞、および放射柔細胞が認められた。垂直樹脂道は、認められなかった。仮道

管では、早材から晩材への移行が急で年輪幅は狭く、平均年輪幅は 1.25 mm であった。樹脂細胞は、

まばらに認められた。放射組織は、単列のものが認められた。 

（2）柾目面 

仮道管、放射柔細胞および放射仮道管が認められた。放射柔細胞の分野壁孔は、スギ型でやや

ヒノキ型の傾向をもち、1分野に 2～4個認められた。 

（3）板目面 

仮道管および放射柔細胞が認められた。水平樹脂道は認められなかった。放射組織は、単列で

2～15 細胞高程度であった。 

（4）その他の特徴 

心材部の色は、淡褐白色。密度は、0.511 g/cm3。 

以上の特徴より、No.2 の供試材料はマツ科ツガ属（Tsuga 属）、ツガであると考えられる。 

4.3  No.3 の木材について 

（1）木口面 

仮道管、放射柔細胞、正常な垂直樹脂道および垂直樹脂道を取り囲むエピセリウム細胞が認め

られた。仮道管では、早材から晩材への移行が急激であった。年輪幅は狭く、平均年輪幅は 1.00 

mm であった。正常な垂直樹脂道は、晩材部に分布しており、単独および 3個接線方向に近接して

いるのが認められた。垂直樹脂道を取り囲むエピセリウム細胞は、厚壁であった。放射組織は、

単列であった。 

（2）柾目面 

仮道管、放射柔細胞、放射仮道管が認められた。軸方向仮道管に螺旋肥厚が認められた。螺旋

肥厚は単独でピッチが緩く、密に並んでいた。放射柔細胞の分野壁孔はトウヒ型で、1 分野に 3

～5個認められた。放射仮道管の螺旋肥厚は見られなかった。 

（4）板目面 

仮道管、放射柔細胞、放射仮道管、水平樹脂道および水平樹脂道を取り囲むエピセリウム細胞

が認められた。軸方向仮道管に螺旋肥厚が認められた。螺旋肥厚は単独でピッチが緩く、密に並

んでいた。放射組織は、単列で 1～15 細胞高程度であった。 

（5）その他の特徴 

心材部の色は、紅褐色。密度は、0.531 g/cm3。 

以上の特徴より、No.3 の供試材料は、マツ科トガサワラ属（Pseudotsuga 属）、北米原産のト

ガサワラであると考えられる。 

 なお、樹種同定に用いた組織写真については、文献 17)に記載されているので今回は省略した。 

 

5．考 察 

明治 22 年（1889）、日本初の木材パルプ工場の製品倉庫として建造され、現存する旧王子製紙製

品倉庫の窓等の修理において、現場での樹種識別が困難な材料から採取した木材について、樹種同

定用のプレパラートを作成し、細胞の種類と形、分布の特徴など組織構造に関する情報を得た。解

剖学的特徴から同定を試みた結果、No.1 と No.3 の材はマツ科トガサワラ属、No.2 の材はマツ科ツ

ガ属であることが推測された。No.1 と No.3 の材についてさらに倍率を上げ観察した結果、放射仮



道管の特徴から北米原産のトガサワラ属のダグラスファーと推察された。 

 今回調査した材料が建設当時から使用され続けたものか、また途中何回か行われた修復工事によ

って交換された材料かについては、現時点では不明である。しかしながら、明治・大正時代からト

ガサワラとツガは日本の土木工事および建築物に使われてきたという他の事例と一致し、興味深い

結果を得た。この建物の構造と使用された材料について、より詳細な調査を期待したい。いずれに

しても、建物の設計・施工に外国人技師による何らかの関与が示唆された。 
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